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研究成果の概要（和文）：患者中心の医療への注目とともに、保健医療のプロセスへの患者や市民の主体的な参
加が重視されてきた。本研究は、臨床・地域・オンラインなどさまざまなレベルでのヘルスコミュニケーション
の改善を通じて、“参加できる患者・市民”と“参加を促せる医療者・専門家”を育てることを目指した。特
に、患者・市民参加を可能にする上で重要な概念としてヘルスリテラシーに着目し、個人及び社会環境要因との
関連、健康状態や健康行動との関連を明らかにした。また、患者・市民、医療者の協働とヘルスコミュニケーシ
ョンの向上を目指し、医療者、市民それぞれに向けた教育プログラム、教材の開発・評価を行い、普及させてい
くための方策を検討した。

研究成果の概要（英文）：Along with the focus on patient-centered medicine, there has been an 
emphasis on the active participation of patients and the public in the health care process. This 
study aimed to foster “patients/the public who can participate” and “health care 
providers/professionals who can encourage participation” by improving health communication at 
various levels, such as interpersonal, community, and online. We focused on health literacy as an 
important concept for enabling patient/the public participation and explored its relationship with 
individual and social environmental factors, health status, and health behaviors. In addition, we 
developed and evaluated educational programs and materials for both healthcare professionals and 
patients/the public to improve health communication to effectively collaborate with each other and 
explored strategies for dissemination.

研究分野： ヘルスコミュニケーション

キーワード： ヘルスコミュニケーション　ヘルスリテラシー　Shared Decision Making　共有意思決定　患者・市民
参画　協働

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
保健医療における患者・市民の参加に対する意識は、日本では欧米と比較して低く、これが国際的に見た時のヘ
ルスリテラシー（適切な健康医療情報の収集や理解、活用能力）の低さにつながっている可能性も指摘されてき
た。病を得る以前の市民としての健康への意識や行動、ヘルスリテラシー、医療制度や資源の理解が、患者とな
ってからの治療への主体的な参加の基盤となる。本研究は、ヘルスリテラシー等の個人の能力の向上にも着目し
つつ、コミュニケーションのもつ相互作用性を前提に、患者・市民および医療者双方からの改善を試み、個人の
能力の差が健康格差につながりにくいヘルスコミュニケーションをさまざまな領域で育てることを目指した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
「患者中心の医療」への注目とともに、治療への患者の主体的な参加はもちろん、医療者教育、

医学研究や診療ガイドラインの作成などにおいても、模擬患者、病院ボランティア、一般委員の
ような立場での患者・市民の参加が重視されている。こうした考え方は、臨床場面では治療にお
ける患者参加、意思決定の共有（Shared Decision-Making：SDM）として、教育や研究、政策等
への参画という文脈では、患者・市民の参画（Patient and Public Involvement： PPI）として
概念化されてきた。 
このような患者・市民参加を、名目ではなく患者中心の保健医療に向けた実効性のあるものに

するためには、“参加できる患者・市民”と“参加を促せる医療者・専門家”との協働
（Collaboration）が不可欠である。この前提となるのが、保健医療のさまざまなレベルで、多
様性をもつ相手と、問題、目標、期待、感情、情報等を共有し、適切な意思決定、行動変容を促
していくプロセスとしてのヘルスコミュニケーションである。 
患者として重大な決断を迫られてから急に、病気に関する情報や医療機関の探し方、医療者と

のコミュニケーションや意思決定の進め方を学ぶのは困難である。病を得る以前の市民として
の健康への意識や行動、ヘルスリテラシー（適切な健康医療情報の収集や理解、活用能力）、医
療制度や資源の理解が、患者となってからの治療への主体的な参加の基盤となる。それはまた、
市民として、周囲の人の治療や健康増進を支援し、診療場面以外での医療者教育、医学研究など
への社会的な貢献を進めるための、個人および集団としての患者・市民のエンパワーメントにつ
ながる。 
医療者側でも、異なる視点をもつ患者・市民と協働するためには、多様性を理解した上で関係

を築き、相手の視点に立って情報を共有
し、意思決定を進めることが必要とな
る。SDM に関するコミュニケーションス
キル・トレーニングは、当初、治療法の
選択が必要とされるがん診療などにお
いて注目されてきたが、個人の価値観が
強く反映されるエンドオブライフ・ケ
ア、糖尿病など自己管理が求められる慢
性疾患など、他領域においても注目され
てきている。しかし、患者・市民および
医療者・専門家双方の視点から、日本に
おけるこれらの現状と課題、意義を分析
し、協働に向けどのようなヘルスコミュ
ニケーション、コンピテンシーが必要か
を明らかにしたモデルはまだない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、臨床・地域・オンラインなど様々なレベルを含むヘルスコミュニケーションの改善

を通じて、“参加できる患者・市民”と“参加を促せる医療者・専門家”を育てることを目指し
た。具体的には、 
① 保健医療への患者・市民参加に関連する概念を整理し、さまざまな参加の場や形式を明らか

にするとともに、日本においてそれを促進・阻害する個人的・社会環境的要因を探る。 
② 患者・市民、医療者の協働に向けたヘルスコミュニケーションの教育を目指した既存のプロ

グラムを収集・整理し、そこで扱われてきたそれぞれのコンピテンシー（能力）、患者・市民
参加のもつ意義を患者・市民、医療者双方の角度から明らかにする。 

③ 改善が必要とされる具体的な場面について、ヘルスコミュニケーションの現状分析と必要と
される新たな教育プログラムの開発、実施、評価を行うとともに、それを効果的かつ持続可
能にするための仕組みを検討する。 

 
３．研究の方法 
目的① 
1) 患者・市民と医療者・専門家の協働に関連する SDM などの概念について文献をレビュー

した。 
2) 他の研究の全国調査（INFORM Study 2020）で得られたデータを利用し、個人の属性と地

理的要因がヘルスリテラシーとどのように関連するか分析を行った。 
3) COVID-19 パンデミックを受け、予定していた市民のヘルスリテラシーや保健医療への参

加に関する調査をオンライン調査に変更し、2019 年度末と 2020 年度末に実施した。 
4) 子育て中の保護者を対象に、子育て支援健康情報提供型アプリ「教えて！ドクターアプ

リ」の利用状況と、利用者のヘルスリテラシーや受診行動との関連の分析を行った。長野



県佐久市で行われた 1 歳半健診に参加した保護者を対象に質問票調査を実施し、アプリ
の利用と子どもの健康管理に関する知識、ヘルスリテラシー、ER 受診との関連を検討し
た。 

目的② 
1) 医師を対象として、医師生涯教育（Continuing Medical Education: CME）の現状と意向、

患者とのコミュニケーションに関するコンピテンシーについて調査した。30-60 歳代の医
師を対象とした Web 調査を行った。 

2) 獣医療における SDM 実施の現状について、飼い主および獣医師の視点から評価し、診察
満足度との関係を調査した。都内の動物病院で、診察終了後に、診察中に新規の意思決定
があったと思われる飼い主を対象に、診察時の意思決定の意向、飼い主による SDM 評価 
(SDM-Q-9)および診察満足度について回答を得た。また、担当した獣医師から、獣医師に
よる SDM 評価(SDM-Q-Doc)を得た。 

目的③ 
1) 米国で開発され普及している重症疾患患者の生死にかかわる深刻な治療方針に関して話

し合うの際のコミュニケーションのトレーニングプログラムであるVitalTalkについて、
日本版のプログラムを開発し、オンラインで実施した。これを通じて、日本における適用
可能性を検討した。 

2) 目的①-4)の分析結果をもとに、子育て支援健康情報提供型アプリの利用が、保護者のヘ
ルスリテラシー向上につながるかの検証を実施した。2つの保健センターで行われた 1歳
半健診に参加した保護者を対象に、健診会場を割り付け単位として非ランダム化非盲検
並行群間比較試験を実施した。介入群の参加者は質問票に回答後「教えて！ドクターア
プリ」のダウンロードを依頼された。対照群の参加者は質問票に回答後アプリに関する
情報提供を受けなかった。7か月後に両群の参加者にフォローアップ調査を実施し、参加
者から、過去 6 ヵ月間の ER 受診回数、保護者の HLS、介入群ではアプリの評価に関する
データを収集した。主要アウトカムは HLS の変化とし、アプリの導入と保護者のヘルス
リテラシーの変化を検討した。 

3) 目的②-2)の結果をもとに、SDM の促進に向けた啓発教材を作成し、対象者からのフィー
ドバックを得た 

4) 社会的に脆弱な立場にある集団を的に脆弱な立場にある集団を対象としたヘルスコミュ
ニケーション方略について検討した。 
・ エムポックス発生初期を事例に男性とセックスをする男性（MSM）コミュニティで従

事する非医療系コミュニティヘルスワーカー（CHW）の健康情報利用と役割意識につ
いて調査を行った。 

・ ヘルスリテラシーの低い集団に向けた健康医療情報の発信における適切なリーダビ
リティについて検証した。 
 

４．研究成果 
目的① 
1) 患者・市民と医療者・専門家の協働に関連する SDM などの概念について文献をレビュー

し、論文化した(1, 2)。 
2) ヘルスリテラシーのレベルには、地域差が見られただけでなく、ヘルスリテラシーと健

康の自己評価との関係は、西側の地域よりも東側の地域でより強く健康の自己評価と関
連していた。地域のもつ特性がヘルスリテラシーに影響するとともに、ヘルスリテラシ
ーが健康行動や健康状態に与える影響を緩衝している可能性がある(3)。 

3) 縦断データをもとに、パンデミック以前のヘルスリテラシーが、パンデミック時のヘル
スリテラシーおよびリスク認知や予防行動にどのように関連しているかを検討し、パン
デミック以前のヘルスリテラシーの高さは、COVID-19 に関連したヘルスリテラシーの高
さと有意に関連しており、リスク認知の評価を通じて直接的および間接的に推奨される
予防行動の採用に関連していた。(4)。健康情報にアクセスし、理解し、適用するための
一般的な健康リテラシーのスキルは、人々が特定の健康リスクによりよく適応すること
を可能が示唆された。また、パンデミック前後で、健康関連 QOL およびヘルスリテラシ
ーが全体として低下していることが明らかになった。QOL の低下は、女性や経済的状況の
低い群、ヘルスリテラシーの低い群でより大きく、社会的に脆弱な立場にある集団に対
するサポートの必要性が示唆された(5)。 

4) 子育て中の保護者を対象に、子育て支援健康情報提供型アプリ「教えて！ドクターアプ
リ」の利用状況と、利用者のヘルスリテラシーや受診行動との関連の分析を行った。アプ
リ利用と子どもの健康管理に関する知識およびヘルスリテラシーの高さとの間に関連が
示唆された(6)。 

 
目的② 
1) 30-60 歳代の医師では、CME の機会として論文・書籍が多い一方、企業が主導する講演会



の利用経験、有用度、今後の利用意向は中程度であった。企業の CME への関与に関して
は、「企業講演会で提供される情報には偏りがある」とする人が多かった一方、「企業から
資金援助を受けながら適切な CME を行えるシステムを作るべき」、「内容の中立性を高め
るために複数の企業が合同で行うべき」への同意も高かった。CME を考えるうえで、企業
の関与を排除するよりも、中立性に対する懸念を減らし、より有用なものにしてくため
に、包括的で有用な情報提供、複数企業での協働が可能なシステムを検討していく必要
がある。 
また、「SDM」、「ヘルスリテラシー」といった概念の理解や実践は、6割程度で卒業年度と
明確な関連が見られなかった一方、「解釈モデル」については卒業年度で大きな違いがみ
られていた。コミュニケーションに関する CME への参加は、コミュニケーションスキル
や知識とは有意な関連が見られなかった一方、患者中心的態度とは正の関連を示した。 
 

2) 飼い主と獣医師の SDM 評価には有意な有意な正の相関は確認できなかった。これは、医
療における先行研究で、医師と患者の評価に有意な相関がみられていないのと同様であ
り、獣医師と飼い主も診察中のSDM評価に対して異なる基準を持っている可能性がある。
一方、診察満足度を応答変数とし、飼い主、ペットの属性、SDM-Q-9 の得点、意思決定の
意向を説明変数とした重回帰分析を行った結果、飼い主による SDM 評価は、診察満足度
と関連することが示唆された。意思決定を要する診察において、獣医師は SDM に基づく
コミュニケーションを実施することで、飼い主の診察満足度を向上させることができる
可能性がある。 

 
目的③ 
1) VitalTalk について、日本版のプログラムを開

発し、オンラインで実施した。これを通じて、
日本における適用可能性を検討し、論文化し
た(7-10)。また、研究機関を通じて、このワー
クショップのオンラインでの提供を継続し、
その効果を分析、評価した(8, 11)。この日本
版のプログラムを「かんわとーく」とし、ホー
ムページ（https://kanwatalk.jp/）を開設し
て教材や動画の提供を行うとともに、
Facebook なども利用して普及を行った。 
 
 

2) HLS の平均変化は介入群、対照群ともスコアがわずかに改善し、その度合は介入群でより
大きかった。ベースライン時 HLS と交絡因子で調整した 7 か月後のスコア変化量の群間
差は認められなかった。探索的事後解析ではアプリの評価が高い者は介入後に得点が上
昇する可能性や、アプリにより安心感を得た回答者は「医療者の指示に従うことは簡単
であると思う」得点が増加していた。 
 

3) 目的②-2)の結果をもとに、SDM の促進に向けた啓発教材を作成し、対象者からのフィー
ドバックを得た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4) 社会的に脆弱な立場にある集団を的に脆弱な立場にある集団を対象としたヘルスコミュ

ニケーション方略について検討した。 
・ MSMコミュニティで従事する非医療系CHWの健康情報利用と役割意識に関する調査の

結果、感染症流行初期に健康リスク情報や科学的根拠に基づいた予防法について説
明し、対象者の意思決定を支援するなどの役割を担う意向を持っていることが明ら



かになった。感染症発生時に、いつ、どのように、どのような情報を CHW に伝えれば、
コミュニティの人々と情報共有できるのかに関する示唆を得た。 

・ ヘルスリテラシーの低い集団に向けた健康医療情報の発信における適切なリーダビ
リティについて、米国では小学生水準のリーダビリティが推奨されているが、本研究
では、中学生水準でのリーダビリティと比較して小学生水準に下げた医学情報を、広
く一般成人に対して提供しても、理解度の改善は必ずしも期待できないことが示唆
された。 
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